
2014 年度 烏取県自転車競技秋季大会   

兼全国高校選抜自転車競技大会鳥取県予選会 

兼鳥取県自転車競技未登録者対象大会要項 

{第 40 回わかとり国体記念大会} 

主   催  鳥取県自転車競技連盟   鳥取県高体連自転車競技部 

主   管  鳥取県自転車競技連盟 

後   援  (公財)日本自転車競技連盟  鳥取県教育委員会 （公財）鳥取県体育協会  倉吉市 

期   日  2014 年 10 月 25 日(土) 13:00 ～16:00 トラック競技 

26 日(日)   9:15～10:30  ロード競技 11km (高城小前～上大立コース) 

                    13:00～16:00  トラック競技(倉吉自転車競技場) 

                    11:00～14:00 サイクルフェスタ 

競技種別  1.競技登録男子     2.競技登録女子     3.競技未登録者 

競技種目  トラック競技  1)200m タイムトライアル 

2)1km タイムトライアル (女子 500mTT) 

3)個人追抜競走（一般 4km、高校男子 3km、高校女子 2km） 

4)ケイリン 

5)ポイント・レース 

6)スクラッチ・レース 

オムニアム形式で行う予定。 

ロード競技  個人ヒルクライム・ロードレース(11 ㎞) 

         

競技規則    (公財)日本自転車競技連盟規則および大会特別規則で実施する。 

 

集合・受付  トラック競技 2014 年 10 月 25 日(土) 9：00～ 倉吉自転車競技場 

       ロード競技  2014 年 10 月 26 日(日) 8：30～ 高城小前ふれあいセンター 

参加申込   2014 年 10 月 20 日(月)迄に参加料を添えて下記に申し込むこと 

〒682-0044 倉吉市小田 204-5 倉吉総合産業高校内 

        鳥取県自転車競技連盟事務局  河田拓也 宛 ℡ 0858-26-2851 

 

参 加 料  １，０００円 但し、県外選手・未登録選手は臨時登録費として３，０００円とする 

(中学生は１，０００円とする) 

そ の 他 

1)ロード競技は各自の責任でコースの下見を行うこと 

2)トラック競技の 2)・3)はいずれかを選択すること 

3 )競技役員の昼食は準傭しますので、出欠の有無を御連絡下さい 

 

 

  



2014 年度烏取県自転車競技秋季大会・秋季記録会 

兼全国高校選抜自転車競技大会鳥取県予選会 

参  加  申  込  書 

氏   名                年  月  日生   才 

往   所 〒                           

電話番号  自宅   (  )     携               

学校・勤務先                            

該当区分を○で囲んで下さい) 

① 登録選手・・・・成年男子  高校男子  女子   

 

競技登録番号下 7 ケタ                  

 

② 未登録選手、県外選手 

 

競技登録番号下 7 ケタ                  

 

出場種目(該当種目を○で囲んで下さい) 

          トラック競技     1)200mTT 

2)1km・500mTT 

3)個人追抜競走（一般男子 4km・女子 3km、高校男子 3km・女子 2km） 

4) ケイリン 

5)ポイントレース 

6)スクラッチ 

オムニアム形式で行います。 

ロード競技  個人ロードタイム・トライアル(11 ㎞) 

 

参 加 料 (該当分を○で囲んで下さい) 

1. 登録選手      1,000 円  

2. 県外・臨時登録選手 3,000 円 

3. 小・中学生     1,000 円 

上記の通り参加料を添えて出場を申し込みます。 

 

 



ヒルクライム・ロードレース運営方法について 

 

① 集合・受付場所は高城ふれあいセンター前とし、そこから高城小前の橋を渡り、スター

ト地点に集合します。スタートは上福田地区辰ヶ口橋から行います。 

 

② スタートとはピストルの合図によって一斉スタートとし、選手は左車線左側を走行とし

ます。 

 

③ 随行車両は広報車、先導バイク、監察バイク、監察（後尾）車とします。 

集落から県道に出る脇道には立哨員を配置し、車両の進入規制を行います。 

 

④ 片側車線を通行規制し、最後尾車の通過後、順次規制解除していく。上福田から上大立

区間の通行規制は概ね 30 分程度です。 

 

⑤ 緊急車両の通行は最優先とします。 

 

⑥ 地域住民の方々は選手集団が通過するまで住宅および側道からコースへの侵入を避ける

とともに、路肩に車両の駐車をしないようにご協力いただきます。 

 

⑦ ゴール後、選手は集団走行を避け、各自が安全走行しながらスタート地点へ戻ります。 

 

 


